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2広報かに 2009.9.13 広報かに 2009.9.1

伊
勢
湾
台
風
と
は

　

1
9
5
9
（
昭
和
34
）
年
9

月
26
日
（
土
）、
午
後
6
時
過

ぎ
に
潮し
お
の

岬み
さ
き

（
和
歌
山
県
）
付

近
に
上
陸
し
た
超
大
型
台
風
で

す
。
伊
勢
湾
周
辺
地
方
を
中
心

に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
た

め
、こ
う
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

上
陸
時
の
中
心
気
圧
は
9
3

0
ミ
リ
バ
ー
ル（
当
時
の
単
位
。

ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
と
同
じ
）、

最
大
風
速
50
メ
ー
ト
ル
。
6
時

間
あ
ま
り
で
紀
伊
半
島
か
ら
富

山
湾
へ
抜
け
ま
し
た
。そ
の
後
、

27
日
午
前
9
時
ご
ろ
東
北
地
方

北
部
に
再
上
陸
し
、
午
後
9
時

ご
ろ
北
海
道
の
東
で
温
帯
低
気

圧
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

被
害
は
東
海
三
県
を
中
心

に
、
死
者
・
行
方
不
明
者
5
0

9
8
人
、
負
傷
者
3
8
9
2
1

人
。

　

室む
ろ

戸と

台
風
、
枕ま

く
ら

崎ざ
き

台
風
と
あ

わ
せ
て
昭
和
の
三
大
台
風
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
起
き
る
ま
で
は
、
戦

後
最
大
の
自
然
災
害
で
し
た
。

　

災
害
基
本
法
は
、
こ
の
災
害

を
契
機
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

超大型台風はまたやってくる！？超大型台風はまたやってくる！？超大型台風はまたやってくる！？超大型台風はまたやってくる！？

伊勢湾台風　から50年
昭和34年、東海三県を中心に、大きな被害をもたらした伊勢湾台風。
皆さんは、岐阜県で最も風害が大きかったのが可児町（現在の可児市）だったこ
とをご存じですか。
台風は、内陸部の町にも大きな被害を与えます。
どんな台風だったのか記録や記憶をたどり、今後やってくるかもしれない超大型
台風に備えましょう。

全壊した家屋　旧可児町内（市史編さん室所蔵）

伊勢湾台風の経路
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全
国
の
被
害

○ 

被
災
者
数
は
、
全
国
で
約

1
5
3
万
人
。
愛
知
県
約
79

万
人
、三
重
県
約
32
万
人
は
、

県
人
口
の
約
2
割
が
被
災
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

両
県
に
被
害
が
集
中
し
た
の

は
、
高
潮
に
よ
る
洪
水
被
害

が
甚
大
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

○ 

名
古
屋
市
南
部
と
そ
の
周
辺

は
、
江
戸
時
代
の
干
拓
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
海
抜
0

メ
ー
ト
ル
以
下
の
土
地
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
い
っ
た
ん

堤
防
が
決
壊
す
る
と
、
泥
海

と
化
し
、
2
週
間
以
上
水
が

引
か
な
か
っ
た
地
域
も
あ
り

ま
し
た
。

○ 

名
古
屋
港
の
貯
木
場
か
ら
20

万
ト
ン
の
ラ
ワ
ン
材
が
高
潮

に
乗
っ
て
名
古
屋
市
南
区
内

や
港
区
内
に
流
れ
込
み
、
多

く
の
住
宅
を
破
壊
し
ま
し
た
。

○ 

建
物
の
全
半
壊
、
送
電
線
の

切
断
、電
柱
や
鉄
塔
の
倒
壊
、

風
倒
木
な
ど
、
暴
風
に
よ
る

被
害
も
各
地
で
多
数
発
生
し

ま
し
た
。

○ 

当
時
は
、
避
難
誘
導
や
防
災

体
制
が
不
充
分
で
、
住
民
の

災
害
に
対
す
る
情
報
や
知
識

も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
ら
に
、
台
風
の
接

近
に
伴
な
っ
て
各
地
で
停
電

し
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ

を
持
た
な
い
多
く
の
住
民

は
、
情
報
が
入
ら
な
く
な
っ

た
た
め
に
、
避
難
が
遅
れ
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
伊
勢
湾

台
風
以
後
、
乾
電
池
を
電
源

と
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ

オ
の
普
及
が
進
ん
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

台
風
に
関
す
る

　
　

豆
知
識

●
低
気
圧
と
高
気
圧

　

一
般
的
に
は
低
気
圧
だ
と
天
候
が

悪
く
な
り
ま
す
。
台
風
の
場
合
、
気

圧
が
低
い
ほ
ど
風
雨
が
強
ま
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

●
台
風

　

熱
帯
低
気
圧
が
発
達
す
る
と
台
風

に
な
り
ま
す
。
台
風
の
気
圧
は
中
心

に
い
く
ほ
ど
低
く
な
り
ま
す
。地
球

の
自
転
に
よ
り
、北
半
球
で
は
、
台

風
の
風
は
左
回
り
、
高
気
圧
の
風
は

右
回
り
に
吹
き
ま
す
。

●
室
戸
台
風

　

昭
和
9
年
。
室
戸
岬
（
高
知
県
）

か
ら
上
陸
し
、
四
国
、
近
畿
、
北
陸

の
府
県
を
通
り
新
潟
の
海
上
へ
抜
け

る
ま
で
に
、
世
界
の
気
象
観
測
史
上

最
低
の
9
1
1
・
9
ミ
リ
バ
ー
ル
を

記
録
し
ま
し
た
。
死
者
・
行
方
不
明

者
3
0
3
6
人
。

●
枕
崎
台
風

　

昭
和
20
年
。
枕
崎
（
鹿
児
島
県
）

付
近
に
上
陸
し
、
大
分
か
ら
広
島
を

通
過
し
て
山
陰
沖
を
抜
け
、
能
登
半

島
を
か
す
め
て
再
度
上
陸
し
、
酒
田

付
近
か
ら
太
平
洋
に
出
ま
し
た
。
広

島
は
原
爆
投
下
か
ら
わ
ず
か
1
カ
月

後
の
大
型
台
風
で
、
大
惨
事
と
な

り
ま
し
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者

3
7
5
6
人
。

被 害 状 況 の 集 計

全　国 岐阜県 可児町

人的被害
死者・行方不明（人） 5,098 104 3

負傷者（人） 38,921 1,708 59

家屋被害

全壊・流失（棟） 40,838 3,909 322

半壊（棟） 113,052 12,337 514

床上浸水（棟） 157,858 2,400 0

床下浸水（棟） 205,753 8,875 47

　その日は、仕事を終えて自宅
にいました。他の職員も大半は
自宅に帰っていたと思います。大
きな台風が近づいていることは携帯ラ
ジオを聞いて知っていました。
　夕方から風雨が激しくなり、最もひどかった夜9
時ごろには家の外で物が壊れたり飛ばされたりしま
した。
　翌日、役場では職員の召集や事態の掌握が思うよ
うに進みませんでした。自動車といえば1トンの貨
物車が1台あっただけで、その他は、緑色の公用自
転車が8台ありました。職員は、翌日から自転車で
各地を回って被害状況を調査しました。
　当時は木製の電柱が多く、これが倒れたため、市
内でも回復が遅れたところは10日間くらい停電して
いたと思います。復旧作業は住宅密集地から順に行
われました。
　風の通り道となった平地部（今渡、川合、土田、
広見など）は特に甚大な被害を受けました。

　蘇南中学校に赴任して4年目で
した。校長と宿直の先生と私の3
人で学校に待機していました。
　午後8時30分から10時くらいまでが
一番風の強い時間だったと思います。南の窓を叩く
ように激しく雨が降りました。校舎自体は無事でし
たが、渡り廊下に設置されていた工作物などは、倒
れたりずれたりしました。
　学校のまわりは桑畑が多く、民家はまばらでした。
そのうちの3～4軒の家族が学校に避難してきたの
で、教室を開放しました。
　朝になり、学校から下宿へ帰る途中、壊れた家を
見ました。土田の白

しらひげ

鬚神社の大木も倒れました。
　このあたりは水害より風害がひどく、家が壊れて
仮設住宅で生活していた教え子もいました。
　今は物資も情報も豊富です。台風はある程度事前
に知ることができるので、情報を得て、非常持ち出
し品などを常備しておくことが大切だと思います。

小澤末
すえひろ

廣さん（78歳・川合）
可児町役場総務課職員（当時）

中島勝
かつくに

國さん（75歳・広見）
蘇南中学校教員（当時）

可
児
町
の
被
害

　
「
広
報
か
に
」
に
当
時
の
被
害
状

況
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

広
報
か
に
№
9
（
昭
和
34
年
10
月
20

日
発
行
）

〈
記
事
部
分
抜
粋
〉

　

あ
の
恐
怖
の
日
か
ら
す
で
に
三
週

間
。
月
日
は
悪
魔
の
残
し
た
ツ
メ
跡

の
気
ぜ
わ
し
さ
の
う
ち
に
、
夢
の
よ

う
に
過
ぎ
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

―
中
略
―

　

可
児
町
は
、
私
た
ち
が
身
を
も
っ

て
自
ら
体
験
し
た
と
お
り
、
町
内
全

域
に
わ
た
っ
て
、
か
つ
て
な
い
大
風

害
を
被
り
被
害
程
度
は
そ
れ
ぞ
れ
違

い
ま
す
が
全
員
が
被
災
者
と
な
り
、

町
内
の
被
害
総
額
は
お
よ
そ
十
八
億

円
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
す
で
に
新
聞
な
ど
で
ご

承
知
の
と
お
り
、
不
幸
に
し
て
可
児

町
は
、
県
下
で
最
も
風
害
の
大
き

か
っ
た
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伊勢湾台風後の旧可児町内の様子（市史編さん室所蔵
）　　　

伊勢湾台風後の旧可児町内の様
子（市史編さん室所蔵）　　　

－記憶をたどって－ 伊勢湾台風から50年
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防
災
訓
練
に

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

　

9
月
の
第
1
日
曜
日
は
「
可
児

市
防
災
の
日
」
で
す
。
家
族
み
ん

な
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う
な

ど
、
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

　

9
月
6
日
（
日
）
は
、
各
地
で

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
と
き
、
す
み
や
か
に
行
動

で
き
る
よ
う
、
地
域
の
訓
練
に
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
当
た
っ
て

　

市
内
で
は
毎
年
、
風
や
雨
に
よ

る
倒
木
、
垂
れ
下
が
っ
た
枝
な
ど

が
道
路
を
ふ
さ
ぎ
、
通
行
で
き
な

く
な
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は

倒
木
な
ど
が
車
や
歩
行
者
に
直
接

当
た
る
事
故
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
市

道
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
道
路
に
隣
接
す
る
土
地
所
有

者
の
皆
さ
ん
も
、
枯
れ
木
な
ど
倒

れ
る
恐
れ
の
あ
る
樹
木
な
ど
に
つ

い
て
、
早
期
に
伐
採
や
せ
ん
て
い

を
行
う
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
道
路
へ
の
倒
木
、
落
石

な
ど
を
発
見
し
た
ら
維
持
管
理
課

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者

　

支
援
制
度
を

　

ご
存
じ
で
す
か

　

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
と

は
、
日
常
的
に
自
分
一
人
で
移
動

し
た
り
情
報
を
得
た
り
す
る
こ
と

が
難
し
く
、
災
害
が
起
き
た
と
き

手
助
け
が
必
要
な
人
（
災
害
時
要

援
護
者
）
を
身
近
な
地
域
で
支
え

る
し
く
み
で
す
。

　

地
震
な
ど
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
消
防
署
を
は
じ
め

と
す
る
行
政
機
関
や
消
防
団
な
ど

が
行
う
、
公
的
支
援
に
は
お
の
ず

と
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
災
害
時
要
援
護

者
を
地
域
の
中
で
見
守
り
、
災
害

時
に
は
地
域
支
援
者
（
安
心
パ
ー

ト
ナ
ー
）
が
安
否
を
確
認
す
る
な

ど
の
支
援
を
行
う
と
い
う「
共
助
」

の
精
神
に
基
づ
く
活
動
で
す
。

　

市
は
、
災
害
情
報
の
提
供
や
避

難
の
手
助
け
が
、
地
域
の
中
で
素

早
く
、
安
全
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
の
整
備

を
、
自
治
会
、
民
生
児
童
委
員
な

ど
の
協
力
の
も
と
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
台
帳
へ
の
登
録
者
は
、
支

援
を
希
望
し
、
支
援
情
報
を
地
域

の
自
治
会
、
民
生
児
童
委
員
な
ど

へ
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
を
し
た

人
で
す
。

　

現
在
、
地
域
の
中
で
災
害
発
生

時
の
支
援
体
制
を
整
え
る
た
め
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

災害時緊急メールに
登録しよう

災害から身を
－日ごろの備えと

守るポイント
心構えが大切です－

　災害発生情報や緊急防災情報を、市

から電子メールでお知らせします。

　登録方法は簡単。携帯電話をお持ち

の皆さん、ぜひご登録ください。

■登録方法
携帯電話から

下のURLに

アクセス

　http：//www.anshin-

bousai.net/kani/

※ パソコンは閲覧のみで、

メールの登録はできま

せん。

上記のURLにアクセスすると、次の
情報も検索できます。
○災害時緊急情報

　市内の被災状況や防災情報を見るこ

とができます。

○避難所検索

　開設している避難所と、避難所の簡

単な地図を検索することができます。

日ごろから避難場
所や避難経路、緊
急時の連絡方法を
家族みんなで確認
しましょう。
• 災害用伝言ダイヤルの利用
• 普段持ち歩くかばんや免許証、定期入れ
などに、家族の携帯電話のメールアドレ
スを入れておく

非常持出用の荷物は、必
要最小限にまとめ、リュッ
クサックなどに入れてお
きましょう。

風水害の場合は台風や雨雲の進路な
ど、地震災害の場合は余震や被害の
状況などについて、テレビやラジオ
で正確な情報をつかみましょう。
• 台風の際には、強風で飛
ばないよう、あらかじめ
家の周りの物を点検して
おく

市防災無線に注意しましょう。
• 市役所から避難の指示があったとき
は、すぐに避難する

• また、危険を感じたら、家族で話し
合って早めに避難する

• 服装は、身軽であたたかいものを用
意する

風水害の場合、長ぐつ
は、くつの中に水が入
り動きにくくなるの
で、運動ぐつで避難し
ましょう。

避難の際には、近所の高齢
者、幼児、障がい者など避
難に支援が必要と思われる
人に声を掛けましょう。

伊勢湾台風から50年
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道路をふさぐ倒木

緊急地震速報について
　8月11日（火）午前5時7分、駿河湾を
震源にマグニチュード6.5、最大震度6
弱の地震が発生しました。可児市では
震度3を観測しましたが、可児市が属
する美濃東部で震度4が予想されたた
め、緊急地震速報が放送されました。


